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◎特集

第 26 回全国椿サミット与謝野大会が開催されました

迫力のある書道パフォーマンスを披露した加悦谷高校書道部。作品は椿サミット期間中ステージに掲示され

ました。

全
国
、
北
は
岩
手
県
大
船

渡
市
か
ら
南
は
沖
縄
県

宮
古
島
ま
で
、
約
３
０
０
人
の

椿
の
愛
好
家
が
与
謝
野
町
に
集

い
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
を
お

迎
え
し
て
、「
第
26
回
全
国
椿

サ
ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
」
が
４

月
９
日(

土
）
に
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
10
日

に
は
京
都
府
天
然
記
念
物
「
滝

の
ツ
バ
キ
」
を
は
じ
め
と
す
る

町
内
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
年
１
回
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
全
国

椿
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
が
、
与
謝

野
町
で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

実
行
委
員
会
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
を
得

て
、
与
謝
野
町
ら
し
さ
を
体
感

い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
を
準

備
し
、
参
加
者
の
皆
様
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
て
い
ね
い

な
対
応
に
よ
り
楽
し
い
有
意
義

な
時
間
が
過
ご
せ
た
」、「
お

も
て
な
し
が
大
変
良
か
っ
た
」、

「
千
年
椿
の
存
在
感
、
場
所
、

空
間
で
感
じ
る
神
聖
な
空
気
は

圧
倒
的
で
し
た
」、「
ス
テ
ー
ジ

出
演
が
ス
テ
キ
だ
っ
た
」
な
ど
、

嬉
し
い
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、こ
れ
か
ら
も「
滝

の
ツ
バ
キ
」
を
大
切
に
守
り
育

ん
で
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の

魅
力
を
活
用
し
た
滞
在
交
流
型

の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
椿

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
た
り
、
多

く
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

１
日
目　
～
大
会
式
典
～

●
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
総
会

　
次
回
椿
サ
ミ
ッ
ト
の
石
川
県
野
々
市
市
開

催
以
降
の
椿
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
平
成
29
年
度
は
長
崎
県
新
上
五
島
町

で
の
開
催
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
静

岡
県
御
殿
場
市
、
島
根
県
松
江
市
や
岩
手
県

大
船
渡
市
も
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
名
乗
り
を
挙

げ
、
特
に
大
船
渡
市
は
震
災
か
ら
５
年
を
迎

え
、
復
興
10
年
の
翌
年
の
椿
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

●
記
念
講
演

　
「
滝
の
ツ
バ
キ
を
楽
し
む
た
め
に
」

　
本
町
の
出
身
で
あ
る
笑
福
亭
忍
笑
氏
に
よ

り
椿
や
当
地
域
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
落
語
家
で
も
あ
り
、
面
白
く
お
話
し
を

進
め
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
多
く
の
笑
い
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
最
後
は
落
語
の
披
露
も
あ

り
、
楽
し
い
一
時
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

●
俳
句
大
会
表
彰
式

　
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
開
催
記
念
と
し
て
俳
句

大
会
を
企
画
し
ま
し
た
。「
椿
」
を
題
材
と

し
て
、
俳
句
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

１
５
１
３
句
の
応
募
が
あ
り
、
選
者
の
宇う

多だ

喜き

代よ

子こ

氏
に
よ
り
入
賞
10
句
、
特
選
10
句
、

秀
逸
20
句
を
選
句
し
、
そ
の
中
で
も
入
賞
作

品
受
賞
者
の
皆
様
の
表
彰
と
、
宇
多
喜
代
子

氏
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
参
加
者
交
流
会

　
全
国
か
ら
の
参
加
者
に
地
元
の
京
都
千
年

ツ
バ
キ
の
里
支
部
会
員
も
加
わ
り
、
参
加
者

同
士
で
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
か

ら
は
、
与
謝
野
舞
組
爽
龍
隊
が
元
気
一
杯

に
「
よ
さ
こ
い
演
舞
」
を
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

参
加
者
に
よ
る
取
組
紹
介
、
Ｘ
Ｕ
Ｘ
Ｕ
の
ラ

イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
Ｘ
Ｕ
Ｘ
Ｕ
の
皆
さ
ん
は
、
本
大
会
の

た
め
に
、
持
ち
歌
の
「cam

ellia

～
椿
の

う
た
～
」
を
与
謝
野
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
歌
詞
を

変
更
し
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

与
謝
野
町
婦
人
会
に
よ
る
お
茶
席
に
も
多
く

の
方
々
が
お
越
し
に
な
ら
れ
、
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
与
謝
野
町
観
光
協
会
に
よ
る
観

光
Ｐ
Ｒ
、
次
回
以
降
に
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
ひ

か
え
た
石
川
県
野
々
市
市
と
長
崎
県
新
上
五

島
町
、
そ
の
ほ
か
に
も
住
友
林
業
緑
化
株
式

会
社
に
よ
る
出
展
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
加
悦
谷
高
校
書
道
部
と
椿
サ
ミ
ッ
ト
で
は

お
馴
染
み
の
ア
カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
・
Ｘ
Ｕ
Ｘ

Ｕ
（
シ
ュ
シ
ュ
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
、
丹

後
ち
り
め
ん
の
里
と
し
て
丹
後
ち
り
め
ん
を

Ｐ
Ｒ
す
る
丹
後
小
町
踊
り
子
隊
に
よ
る
「
き

も
の
演
舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、「
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
は
、
書
道
部
の
皆

さ
ん
が
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

そ
の
作
品
は
大
会
中
の
ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
と

し
て
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式

　
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
の
発
見
に
よ
り
、
そ
の
存

在
の
価
値
に
気
づ
き
、
こ
の
地
域
に
新
た
な

魅
力
を
生
み
育
ん
で
き
た
こ
と
が
、
今
回
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
功
労
に
対
し
大
会
実
行
委
員
会
長
山
添
町

長
よ
り
、
西

に
し

原は
ら

重じ
ゅ
う
一い
ち
様
、
富
山
興
業
株
式
会

社
様
、
日
本
ツ
バ
キ
協
会
京
都
千
年
ツ
バ
キ

の
里
支
部
様
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

右＿野田川体育館に訪れた来場者は与謝野町婦人会によるお茶席でていねいなおもてなしを受けました。中＿アカペラユ

ニットＸＵＸＵによる歌の披露。左＿与謝野舞組爽龍隊による元気いっぱいのよさこい演舞が披露されました。

次回以降の椿サミットについて協議される
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●
展
示
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

　

野
田
川
体
育
館
を
利
用
し
て
、
椿
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
活
花
、
陶
芸
、
裂
き
織
り
、

工
芸
品
、
絵
画
の
作
品
や
、
丹
後
ち
り
め
ん

の
着
物
、
椿
、
町
民
の
皆
様
と
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た「
椿
が
つ
な
ぐ
千
人
さ
き
お
り
」

特集

右＿丹後小町踊り子隊によるきもの演舞　中＿全国椿サミット開催記念の俳句大会表彰式　左＿笑福亭忍笑氏による記念講

演「滝のツバキを楽しむ」の様子。

１日目の内容を写真で紹介

※椿サミット２日目については次号で紹介予定です。
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教育リーフレット

～ 明 日 の 人 材 を 育 て る 教 育 文 化 の ま ち づ く り ～

与 謝 野 町 の 教 育
平成 28 年度

与謝野町では、京都府教育振興プランならびに与謝野町教育大綱を踏まえ、豊かな自然と歴

史にはぐくまれた「ふるさと与謝野」が持つ様々な特色を活かした与謝野町ならではの教育

を進めるとともに、自信と思いやりにあふれ、創造的に未来を開拓する人材を育てる教育を

推進します。

【学校教育】

与謝野町に誇りを持てる子どもたちを育てます取組 1

子どもたちの確かな「まなび」を育てます取組 2

・俳句を扱った学習
・伝統産業や歴史をテーマにした学習
・川や海をテーマにした学習
・社会科副読本「わたしたちの与謝野町」を活用したふるさと学習
・職業体験学習
・地域人材を活用した学習
・心や体を豊かに育てる読書・音楽・スポーツ活動　等

①	 ふるさとの自然、歴史や伝統、文化などの地域の特色を生かした与謝野町ならではの教育を社会教育と連携し

て取り組みます。

授業風景

（石川小学校）

交流学習

（岩滝幼稚園）

ふるさと学習

（ちりめん街道：加悦中学校）

音楽教育

（加悦小学校）

弓道の学習

（橋立中学校）

授業風景

（与謝小学校）

②	 その学年で、身に付けなければならない学力の充実に努めます。

③	 学習のルールや友だちとの豊かなつながりをはぐくみ、確かな「まなび」を深めます。

④	 障害のある子どもたちの、個々に応じた特別支援教育を進めます。

・一人ひとりの子どもに応じた「まなび」の充実を図るとともに、人間関係づくりを学ぶ機会や場を設定し、
社会的自立に向けた教育活動を進めます。

・障害種別に応じた学級を設置し、発達課題に応じた教育活動を進めます。
（知的障害学級、自閉症・情緒障害学級、通級指導教室）

・日常的に子どもたちの理解を深め、適切な指導に努めます。（不登校児童生徒の解消等）
・子どもたち個々の学級、学校生活の満足度調査を実施し、集団の規律やルールの確立を進め、安心・安全な学級、
学校づくりを進めます。
・いじめ調査を定期的に実施するとともに、いじめの解決に向けた取り組みを進めます。
・情報機器に関するルールやマナーを指導し、情報モラルの育成に努めます。

安心・安全な学級、学校づくりを進めます取組 3

授業風景

( 山田小学校）

授業風景

（桑飼小学校）

授授業風景

（市場小学校）

お茶の日の活動

（三河内幼稚園）

百人一首大会

（三河内小学校）

校外学習

（岩屋小学校）

「食育」マナー給食

（岩滝小学校）

生徒会・ＰＴＡの取組

（江陽中学校）

①	 指導方法の工夫改善に努め、子どもたちにとって「よくわかる」、「まなぶ意欲」につながるよう授業を進めます。

⑤　子どもたちの「まなび」を保育所（園）、幼稚園・認定こども園、小学校・中学校が、相互に連携しはぐくみます。

⑥　家庭や地域社会とつながる中で、子どもたちの基本的な生活習慣や学習習慣をはぐくみ、子どもたちの「まなび」

を支えます。

①　人権教育を教育活動全体に位置付け、一人一人の子どもたちが大切にされる教育を社会教育と連携して進めます。

②　道徳教育を充実させ、教育活動全体を通して心の教育を推進します。

③　友だちと仲良く助け合い、安心して過ごせる学級、学校づくりに取り組みます。
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教育リーフレット

【社会教育】

・青少年育成会での活動親子グラウンド・ゴルフ大会、子ども発表会　等
・公民館における青少年健全育成の取組

①　青少年育成会の活動や、公民館での活動を通し、学校教育と連携しながら、子どもたちの健全育成に努めます。

親子で楽しくグラウンド・ゴルフ 様々な体験活動

②　子どもたちに、様々なまなびの場づくりを進めます。

・放課後学習支援事業	 	 ・公民館における土曜講座	 ・公民館における夏休み講座　等

子どもたちの健全育成を支えます取組 1

楽しい絵本の読み聞かせ

力作の並ぶ文化祭 生涯学習講座 平成 Buson 俳句大賞

（表彰式）

様々な「まなび」や文化活動を進めます取組 2

①　だれにとっても身近で大切な「人権」について学習を深めていきます。

・人権問題を考える集いの開催	 ・標語、ポスター、作文の募集	 ・公民館における人権講座の開催　等

②　図書資料のさらなる充実を目指すとともに、絵本の読み聞かせやブックスタートなど、本に親しむ活動にも取り

組みます。

・絵本の読み聞かせの実施
・図書資料の充実　等

③　生涯にわたる様々な場面での学習を支援するとともに、文化の香りあふれる町を目指します。

・生涯学習講座の開催	 	 	 	 	 ・リベラルアーツ推進事業の実施
・文化祭、ミュージックフェスタ等の開催	 	 	 ・高齢者、障害者教育の充実　等

④　地域ゆかりの与謝蕪村や与謝野鉄幹・晶子への理解を深め、郷土への誇りを醸成します。

・与謝野町俳句大会	 	 ・平成 Buson 俳句大賞
・小中高等学校俳句教室	 	 ・江山文庫の運営　等

健康を目的とした	

ウォーキングイベント

ニュースポーツの普及目的とした	

ニュースポーツ大会

競技力向上を目指す	

生涯スポーツ指導者研修会

よさの大江山 登山マラソン大会

旧尾藤家住宅 三河内曳山行事 発掘調査（明石）

（上）ガラスの腕輪（大風呂南 1号墓）

（右）人の顔がある土器（温江遺跡）

・総合型地域スポーツクラブへの支援	 	 ・体育協会及びジュニアスポーツ連絡協議会への支援
・いきいきウォーキングの実施	 	 	
・町民へのスポーツ指導、研修会への参加　等

②　あらゆる世代がスポーツを通して、心身の健康や競技力向上が図れるように、様々な事業に取り組みます。

・よさの大江山登山マラソン大会	 	 ・駅伝競走大会
・各種スポーツ大会　等

③　関係団体と連携しながらスポーツ事業の推進に取り組みます。

・遺跡調査	 ・文献資料調査	 	 ・伝承伝説調査
・民俗調査	 ・建物調査	 	 ・美術工芸品調査　等

②　各分野の調査・研究を実施し、新たな知見で地域の歴史文化を紐解きます。

・旧尾藤家住宅（加悦：京都府指定）	
・地蔵山遺跡（幾地：京都府指定）
・蛭子山古墳・作山古墳群（明石：国指定）	
・各分野の講演会、学習会　等

文化財の保護、調査・研究、活用をします

スポーツを通した成長を応援します取組 3

取組 4

与 謝 野 町 教 育 委 員 会
与謝野町宮津市中学校組合教育委員会

京都府与謝郡与謝野町字加悦 433 番地

学校教育課 ☎ : 0772-43-9025

社会教育課 ☎ : 0772-43-9026

①　町民一人一人が生涯にわたり、年齢や適性に応じて ｢いつでも、どこでも、いつまでも ｣運動やスポーツに親し

むことができる環境を整えます。

①　文化財には、建物・祭り・技術・遺跡などの様々な分野があります。その中でも貴重な文化財を後世に引き継ぐ

ために、指定し保護しています。

③　歴史的建物や史跡など文化財を整備活用し、地域の歴史文化を

　　まなぶ機会を提供します。



　　　　  5 月 31 日（火）は、
　　　   自動車税の納期限です
　お近くの銀行、信用金庫、郵便局等の金融機関やコン
ビニエンスストア、府の納税窓口で納期限までに忘れず
に納付してください。
問い合わせ先　京都府丹後広域振興局 企画総務部 
　　　　　　　税務室　☎ 0772-62-4303

がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

平成 28 年度全国統一防火標語 「消しましょう　その日その時その場所で」

　
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
は
、
４
月
１
日
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
を

事
務
所
に
常
設
型
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
に

お
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
と
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
つ
な
ぎ
合
わ

せ
が
出
来
る
よ
う
、
平
常
時

か
ら
、
活
動
に
つ
い
て
の
広

報
・
啓
発
・
情
報
発
信
、
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
前
登

録
者
の
確
保
・
育
成
、
資
機

材
整
備
等
様
々
な
事
業
を
行

い
な
が
ら
、
災
害
時
に
備
え

て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幾
地
９
０
８
番
地

☎
４
３・０
２
９
４

　 与
謝
野
町
常
設
型
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
開
所

町社会福祉協議会本所にセン

ター看板を掛ける。北風社会福

祉協議会長（左）と山添町長（右）

●
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
愛
隊

　
廣ひ

ろ

野の

　
百も

も

星せ

●
加
悦
第
１
分
団

　
有あ

り

本も
と

　
　
敦
あ
つ
し

　
谷た
に

田だ

　
恭や
す

一か
ず

　
三み

田た

　
健け

ん

太た

　
西に
し

原は
ら

宗そ
う

一い
ち

郎ろ
う

　
西に
し

村む
ら

　
康や
す

弘ひ
ろ

●
加
悦
第
２
分
団

　
福ふ

く

田だ

　
　
均
ひ
と
し

　
西に

し

原は
ら

　
康こ

う

平へ
い

　
柏か

し

原は
ら

　
智と

も

弥や

●
加
悦
第
３
分
団

　
山や

ま

﨑ざ
き

　
俊と
し

輝き

　
佐さ

賀が

　
嘉よ
し

英ひ
で

●
岩
滝
第
２
分
団

　
池い

け

田だ

　
敏と
し

英ひ
で

●
岩
滝
第
３
分
団

　
梅う

め

田だ

　
幸こ

う

輔す
け

　
松ま
つ

本も
と

　
大た
い

輝き

●
岩
滝
第
４
分
団

　
藤ふ

じ

原わ
ら

　
博ひ
ろ

基き

●
野
田
川
第
１
分
団

　
小こ

牧ま
き

　
優ゆ

う

介す
け

●
野
田
川
第
２
分
団

　
松ま

つ

本も
と

　
宏こ
う

紀き

　
島し
ま

﨑さ
き

　
孝た
か

道み
ち

●
野
田
川
第
３
分
団

　
永な

が

井い

　
大だ

い

地ち

　
太お
お

田た

　
尚
し
ょ
う

兵へ
い

●
野
田
川
第
４
分
団

　
竹た

け

澤ざ
わ

　
正ま

さ

樹き

　
山や

ま

﨑ざ
き

　
誠ま

さ

之ゆ
き

　
小こ

池い
け

　
光こ
う

大た

　
糸い
と

井い

　
剛た
け

志し

●
野
田
川
第
５
分
団

　
吉よ

し

田だ

　
昇

し
ょ
う

平へ
い

　
吉よ

し

田だ

　
春は

る

樹き

　

新
入
団
員
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
・
敬
称
略
）

　「
平
成
28
年
度
与
謝
野
町
消
防
団

辞
令
交
付
式
」
が
４
月
３
日
、
岩
滝

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
新
幹
部

や
新
入
団
員
ら
１
４
５
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
山
添
町
長
か
ら
植
田
新
団
長
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
た
後
、
３
月
31
日
付

け
で
消
防
団
を
退
団
さ
れ
た
澤さ

わ
田だ

尚な
お

登と

前
消
防
団
長
に
町
長
か
ら
感
謝
状

が
、
ま
た
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
愛
隊(

女

性
消
防
隊)

三み
つ

野の

真ま

穂ほ

団
員
か
ら
は

花
束
が
贈
ら
れ
、
澤
田
前
団
長
の
27

●
与
謝
野
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
・
団
長
退
任
式

　
澤
田
前
団
長
27
年
間

　
　
　
　
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

年
間
の
消
防
団
活
動
と
与
謝

野
町
消
防
団
誕
生
前
後
の
先

導
役
と
し
て
消
防
団
を
導
い

て
こ
ら
れ
た
ご
労
苦
に
対
し
、

出
動
団
員
全
員
の
大
き
な
拍

手
で
見
送
り
ま
し
た
。

今
年
は
新
た
に

26
人
が
仲
間
入
り

　
そ
の
後
、
植
田
団
長
が
新

役
員
と
新
入
団
員
に
辞
令
を

交
付
し
、
岩
滝
第
３
分
団
の

梅
田
幸
輔
団
員
が
新
入
団
員

を
代
表
し
「
良
心
に
従
っ
て

忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行

す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま

す
」
と
堂
々
と
宣
誓
し
、
消

防
団
員
と
し
て
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

出動団員全員の大きな拍手で澤田前団長を見送りました
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健やか広場　　増えている大腸がん

▼
大
腸
が
ん

　
大
腸
は
消
化
吸
収
さ
れ
た
食
べ
物
か
ら
水

分
を
吸
収
し
、
便
を
つ
く
る
大
切
な
消
化
器

官
で
す
。
長
さ
は
１・５
～
２
m
あ
り
、盲
腸
、

結
腸
、
直
腸
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
結
腸
は
さ

ら
に
上
行
結
腸
・
横
行
結
腸
・
下
行
結
腸
・

S
状
結
腸
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
で
は

Ｓ
状
結
腸
と
直
腸
に
が
ん
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
腺
腫
（
一
般
的
な
大
腸
ポ

リ
ー
プ
）
の
一
部
が
が
ん
化
し
て
発
生
す
る

場
合
と
正
常
な
粘
膜
か
ら
直
接
発
生
す
る
も

の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
大
腸
ポ
リ
ー
プ

　
ポ
リ
ー
プ
と
は
大
腸
粘
膜
に
発
生
し
た
突

起
物
の
こ
と
を
言
い
、「
腺
腫
」
と
「
そ
れ

高
齢
化　
大
腸
が
ん
の
罹
患
率
は
40
歳
代
か

ら
増
加
し
始
め
50
歳
代
で
加
速
さ
れ
、
高
齢

に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
高
脂
肪
・
高
た
ん
ぱ
く
で
食
物

繊
維
の
少
な
い
食
事
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
や
喫
煙
等
と
相
関
関
係
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
遺
伝
的
素
因
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
体
質
的
に
ポ
リ
ー
プ
が
で
き
や

す
い
家
系
が
あ
り
、
身
内
が
大
腸
が
ん
に
か

か
っ
た
よ
う
な
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
大
腸
が
ん
の
症
状

　
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、

お
腹
が
張
る
、
血
便
や
下
痢
と
便
秘
を
繰
り

返
す
、
便
が
細
く
な
る
、
等
の
症
状
が
あ
ら

わ
れ
ま
す
。
血
便
は
最
初
に
気
づ
き
や
す
い

症
状
で
す
が
、
痔
な
ど
と
間
違
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
自
覚
し
て
も
受
診
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

▼
大
腸
が
ん
の
危
険
因
子

[

洋
風
の
食
生
活]

[

運
動
不
足]　

腸
の
蠕ぜ
ん

動
運
動
を
不
活
発

に
し
ま
す
。

[

便
秘]　

便
の
腸
内
の
停
留
が
長
く
な
り

不
要
物
質
を
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

[

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ス
ト
レ
ス]　

腸
の
働
き

を
悪
く
し
ま
す
。

▼
大
腸
が
ん
の
予
防

●
食
生
活
の
見
直
し
・
・
・
野
菜
な
ど
の
食

物
繊
維
を
十
分
に
と
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
が
大
切
で
す
。

●
定
期
的
な
運
動
習
慣
・
・
・
腸
の
蠕
動
運

動
を
助
け
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

●
町
の
が
ん
検
診
受
診

　
２
日
間
の
便
の
潜
血
反
応
検
査
で
、
痛
み

も
な
く
自
宅
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
大
腸
が

ん
や
前
が
ん
状
態
で
あ
る
ポ
リ
ー
プ
を
早
期

に
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
与
謝
野
町
の
現
状

　
与
謝
野
町
の
国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
分

析
の
結
果
で
、
前
年
比
結
腸
が
ん
の
占
め
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
全
国
と
同
様
に

大
腸
が
ん
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

昨
年
実
施
し
た
町
の
大
腸
が
ん
検
診
は

３
３
４
６
人
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
一
割
近
く(

９・
３
%
）
が
要
精
密

検
査
と
な
り
、
医
療
機
関
で
の
内
視
鏡
検
査

を
奨
め
て
い
ま
す
。

▼
28
年
度
検
診
日
程

　
28
年
度
の
検
診
は
８
月
24
日
（
水
）
～
９

月
13
日(

火)

に
実
施
し
ま
す
。
す
で
に
お

配
り
し
て
い
ま
す
「
各
種
検
診
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
締
め
切
り
は
第
一
次
締
め
切
り
が
６

月
６
日
で
す
毎
年
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
健
康
を
保
つ
秘
訣
で
す
。

以
外
（
非
腺
腫
）」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

◎
「
非
腺
腫
」・
・
一
種
の
老
化
現
象
で
あ

る
過
形
成
性
の
も
の
や
潰
瘍
性
大
腸
炎
等
の

炎
症
性
疾
患
の
後
に
で
き
る
も
の
で
、
が
ん

と
は
無
関
係
で
、
放
置
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

◎
「
腺
腫
」・
・
そ
の
一
部
か
ら
が
ん
が
発

生
し
ま
す
。
腺
腫
の
直
径
が
１
cm
を
越
え
る

と
急
激
に
が
ん
化
す
る
割
合
が
高
く
な
る
た

め
、
大
き
さ
や
形
に
よ
っ
て
摘
出
す
る
場
合

と
経
過
を
見
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
増
え
て
い
る
大
腸
が
ん

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
死
亡
す
る
時
代
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
大
腸
が
ん
は
罹り

患か
ん

数
・
死
亡
数
と
も
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新入団員を代表して、梅田団員が新入

団員宣誓を行う

　　　　  江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む
第 49 回「雨と子供」
　　　　　　　　　■日　時　5 月 27 日 ( 金 )
　　　　　　　　　　　　　　※毎月第４金曜日
　　　　　　　　　　　　　　午後１時 30 分～３時
　　　　　　　　　■問い合わせ先 
　　　　　　　　　　　　　　江山文庫　☎ 43-2180

広告

高
齢
化

生
活
習
慣
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●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

ています。
　来日する前、私はアメリカでスポー
ツトレーナーのアルバイトをしていま
した。私は人々が健康になって、充実
した生活を送る手助けをすることが好
きでした。しかし、私はクロスフィッ
トに出会うまで本当に私の情熱を注ぐ
ことができるものを見つけることはで
きませんでした。
　さて、クロスフィットとはなんで
しょうか？クロスフィットとは近年ア

た。金属製バーベルを床から持ち上げ、スクワットをして
いたのが今や、石や竹を使ったものになっています。スポー
ツをすることは健康になるためや楽しむだけでなくコミュ
ニティを育てます。コミュニティは子どもを育てるように
あなたを成長させ、恩恵を与えるでしょう。現状は私にとっ
て満足のいく環境ではありませんが、クロスフィットを通
じて世界のどこにいようとも自分の限界に挑戦していきた
いと思います。挑戦し、成長する姿勢でいることが教師と
して働くうえでも重要だと考えます。

生 徒や初対面の人から良く受ける私への質問の一つが
「どんなスポーツが好きですか？何かスポーツをし

ますか？」です。それは、いつも答えることが難しい質問
です。なぜなら、私は今まで一度も野球やサッカーのよう
な伝統的なスポーツを続けたことがないからです。私の情
熱はいつもクロスフィットと呼ばれるスポーツに向けられ

アメリカでの私と妻のトレーニング風景です

公民館訪問 ［ 第 37 回　岩屋地区公民館］	

メリカで考案された、さまざまな実用的な動作を高い運動
強度で行う、体力と健康の向上を目的としたスポーツです。
高い運動強度とは、重量挙げなどを決められた時間ででき
る限りたくさんの回数行うことや、決められた動作をいか
に短い時間で行うことを競うもので、自分の限界に挑戦す
るスポーツです。アメリカで暮らしていたころは毎日日課
のトレーニングを行っていました。毎日私は疲れ切って汗
をかき、痛みを感じていましたが、強くなったという実感
と満足感を得ることができました。

生け花教室

岩
屋
地
区
公
民
館
は
、

岩
屋
の
中
央
に
位
置

し
、
区
事
務
所
が
あ
り
、
消
防

車
庫
と
隣
接
し
て
い
る
。

　

公
民
館
運
営
委
員
は
10
名

で
、
男
性
４
名
、
女
性
６
名
と

女
性
の
方
が
多
い
。
運
営
に
関

し
て
は
、
女
性
運
営
委
員
が
活

発
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と

り
、
そ
れ
が
絶
妙
に
い
い
具
合

で
あ
る
。

　
講
座
は
、
年
間
に
10
回
程
度

行
っ
て
お
り
、
特
に
人
気
の
あ

る
お
花
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど

で
は
、女
性
委
員
の
講
師
で「
ワ

イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
と
皆
で
作

り
上
げ
て
い
く
姿
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
満
ち
溢
れ
、
こ
れ
ぞ

公
民
館
講
座
そ
の
も
の
で
あ

る
。

　
青
少
年
育
成
講
座
は
、
岩
屋

　私が２番目に良く受ける質問は「故郷を離れて寂しく
ありませんか？」ですが、答えはいつも同じです。私はク
ロスフィットを恋しく思います。指に残るバーベルの感覚
や、厳しい練習を終えてバーベルを床に落としたときの衝
撃音を懐かしく思います。私は日本を第２の故郷と思って
います。日本で暮らし、日本とそこに住む人々をこれほど

深く愛するようになるとは思ってもいま
せんでした。しかし、日本ではクロス
フィットのトレーニングができるジムが
ほとんどありません。器材は高価であり
自分で購入することは非現実的なので、
創造的な方法で器材を手に入れなければ
なりませんでした。具体的には、自然の
素材を活用したトレーニング法です！
10kg 程の石や、バーベルに見立てた竹
を家の近くで見つけることができました。
　私のトレーニング方法は変わりまし
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区
夏
祭
り
と
同
時
に
行
う
が
、

地
元
の
子
ど
も
よ
り
、
帰
省
中

の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。

悲
し
く
も
あ
り
嬉
し
く
も
あ
り

で
複
雑
な
気
持
で
あ
っ
た
。

　
岩
屋
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
の
特
色
は
、
何
と
い
っ
て
も

「
び
く
に
タ
イ
ム
ズ
」
の
発
行

で
あ
る
。
年
３
回
の
発
行(

７
・

12
・
３
月)

で
、
岩
屋
地
区
の

あ
ら
ゆ
る
出
来
事
を
事
細
か
に

区
民
に
知
っ
て
も
ら
う
事
を
基

本
に
お
い
て
、
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
役
立
つ
よ
う
ま
た

共
有
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
運
営
委
員

で
す
が
皆
の
知
恵
と
ア
イ
デ
ア

で
公
民
館
講
座
を
盛
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親子でつくる竹とんぼ

図書館へ行こう！		  BOOKS

人気の本は？ 図書館では昨年４月１日から今年３月 31 日までに、延べ 134,573 冊の本が貸し出
されました。この期間に、数多く貸し出された本の BEST ５をご紹介します。

１位『火花』
又吉直樹／文芸春秋

２位『ラプラスの魔女』
　　　　　　東野圭吾／KADOKAWA

３位『リバース』
湊かなえ／講談社

４位『サラバ！　上』
西加奈子／小学館

５位『流』
山彰良／講談社

１位『かいけつゾロリつかまる！！』
原ゆたか／ポプラ社

２位『かいけつゾロリのじごくりょこう』
　　　　　　  原ゆたか／ポプラ社

３位『かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん』
　　      原ゆたか／ポプラ社

3 位『かいけつゾロリのきょうふのカーレース』  
   原ゆたか／ポプラ社

5 位『かいけつゾロリあついぜ！ラーメンたいけつ』
    　　　　　　 原ゆたか／ポプラ社

１位『どんぐりむらのほんやさん』
なかやみわ／学研教育出版

２位『思い出のマーニー』
ジョーン．Ｇ．ロビンソン／徳間書店

３位『おばけのあんみつ』
国松エリカ／小学館

４位『となりのトトロ』
宮崎駿／徳間書店

５位『どんぐりむらのぱんやさん』
なかやみわ／学研教育出版

１位『オレンジページ』
オレンジページ

２位『クロワッサン』
マガジンハウス

３位『ESSE（エッセ）』
フジテレビジョン

３位『婦人公論』
中央公論新社

５位『こどものとも』
福音館書店

一 般 書 児 童 書 絵 本 雑 誌

一般書 ●『人類大図鑑』ロバート・ウィンストン／ネコ・
パブリッシング　●『絵本はこころの架け橋』岡田達信／
瑞雲舎　●『Ｂ面昭和史』半藤一利／平凡社　●『人生の

王道』稲盛和夫／日経ＢＰ社　●『日本の源流ガイド』安部
拓輝／毎日新聞社　●『子の無い人生』酒井順子／ KADOKAWA　●『堀
口初音さんの決定版！魔法の「15 分着つけ」』プレジデント社　●『良

（い）いかげんごはん』　たかぎなおこ／オレンジページ　●『小さい農
業で稼ぐコツ』西田栄喜／農山漁村文化協会　●『たそがれどきに見つ
けたもの』朝倉かすみ／講談社　●『海の見える理髪店』荻原浩／集英

今月の
新着図書 図書館おはなし会

＜加　悦＞　５月 14 日（土）10 時 30 分～
＜野田川＞　５月 21 日（土）10 時 30 分～
　　　　　　　（紙芝居の日）
＜本　館＞　 ６月　４日（土）午後３時～

Info

社　●『軽薄』金原ひとみ／新潮社　●『真実の檻』下村敦史／ KADOKAWA　●『恩讐の鎮魂曲（レクイエム）』中山七里／講談社
●『マリコ、炎上』林真理子／文藝春秋　●『まく子』西加奈子／福音館書店　●『幹事のアッコちゃん』柚木麻子／双葉社　●『絶
対にすべらない！披露宴のあいさつ集』立山章雄／徳間書店　●『九十九藤（つづらふじ）』西條奈加／集英社

（児童書）	●『ニュース年鑑　2016』池上彰／ポプラ社　●『交番のヒーロー』如月かずさ／講談社　●『モンスター・ホテルでピクニッ
ク／柏葉幸子／小峰書店　●『どうぶつのおばけずかん』斉藤洋／講談社　●『オバケ屋敷にお引っ越し』富安陽子／ひさかたチャ
イルド　●『賢女ひきいる魔法の旅は』ダイアナ・ウィ・ジョーンズ／徳間書店　●『ひみつのいもうと』アストリッド・リンドグ
レーン／岩波書店　●『あったかいな』くすのきしげのり／廣済堂あかつき　●『はるやさいのはるやすみ』林木林／ひかりのくに
●『なかないでなかないで』あまんきみこ／ひさかたチャイルド　●『たこやきのたこさぶろう』長谷川義史／小学館　●『いつだっ
てともだち』内田麟太郎／偕成社　●『てんきのいい日はつくしとり』石川えりこ／福音館書店　●『魔法ねこベルベット　全６巻』
タビサ ･ ブラック／評論社　●『まるごとごくり！』　シンシア・ジェイムソン再話／大日本図書



　 民 生 児 童 委 員 だ よ り民生委員･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だより
を通して民生委員・児童委員の活動を紹介します。今回
は主な活動の取り組みを紹介します。

■
子
育
て
支
援
事
業
・

　

研
修

　

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
抱
え
る

課
題
は
一
層
複
雑
化
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
や
環
境
な
ど
で
気
に

な
る
事
、
不
安
や
悩
み
を
相
談
す
る

人
が
身
近
に
い
な
い
と
き
は
、
ご
近

所
の
民
生
児
童
委
員
に
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
誰
か
に
話
す
こ
と
で
気
持

ち
が
晴
れ
た
り
、
何
か
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
公
的
な
支

援
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
関
と
連
携
し
て
サ
ポ
ー

ト
方
法
を
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

■
こ
れ
ま
で
の
主
な

　

子
育
て
支
援
活
動

　

知
遊
館
で
行
わ
れ
た
「
子
育
て 

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
」は
、

入
園
、
入
所
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、

民
生
児
童
委
員
が
交
流
す
る
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、手
遊
び
、読
み
聞
か
せ
、

体
操
の
先
生
に
よ
る
マ
ッ
ト
、
鉄
棒

な
ど
の
運
動
を
し
ま
し
た
。　

　

野
田
川
地
域
で
は
各
保
育
園
、
幼

稚
園
と
の
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
型
紙
芝
居
や
コ
マ
作
り
、
節

分
の
鬼
に
扮
し
た
り
、
小
物
作
り
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
特
色
が
あ

り
ま
す
。

　
「
児
童
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
加

悦
地
域
の
３
小
学
校
と
支
援
学
校
に

通
う
児
童
と
民
生
児
童
委
員
の
夏
の

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、「
つ
な
が
る
」

こ
と
を
基
に
孤
独
な
子
育
て
を
な
く

す
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
毎

月
の
乳
児
健
診
（
前
期
）
に
民
生
児

童
委
員
の
活
動
を
記
し
た
カ
ー
ド
を

配
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

支
援
や
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
研
修
を
受
け
た
り
、
小
中
学
校
と

の
懇
談
会
、
登
下
校
時
の
あ
い
さ
つ

運
動
・
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
要
援
護
者
支
援
の

　

取
り
組
み

　

昨
秋
、
与
謝
野
町
防
災
訓
練
が
全

域
で
一
斉
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
班
で
は
事
前
に
開
催
し
た
防

災
会
議
に
基
づ
き
、
安
否
確
認
や
避

難
行
動
が
行
わ
れ
、
同
時
に
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
避
難
に
支

援
が
必
要
な
方
へ
の
安
否
確
認
な
ど

も
行
わ
れ
、「
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て

嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

加
悦
区
で
は
町
か
ら
要
援
護
者
避

難
の
模
擬
訓
練
の
指
定
を
受
け
、
５

つ
の
町
内
か
ら
要
援
護
者
＋
サ
ポ
ー

タ
ー
の
チ
ー
ム
に
よ
る
訓
練
を
実
施

し
、
声
か
け
、
緊
急
情
報
キ
ッ
ト
の

確
認
、火
の
元
・
施
錠
を
確
認
の
あ
と
、

徒
歩
・
車
椅
子
・
自
動
車
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
指
定
避
難
所
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
保
健
師
か
ら
サ
ポ
ー

ト
の
仕
方
な
ど
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

町
内
会
・
班
・
民
生
児
童
委
員
で
要

援
護
者
の
登
録
を
す
す
め
て
お
り
、

こ
の
防
災
訓
練
に
向
け
て
も
、
全
班

長
会
議
で
要
援
護
者
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

班
の
な
か
で
「
避
難
す
る
と
き
、

一
人
で
の
避
難
は
心
配
だ
」
と
思
う

方
を
近
所
目
線
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

そ
の
１
名
に
対
し
、
３
名
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
選
び
ま
し
た
。

　

リ
ス
ト
を
基
に
民
生
児
童
委
員
が

訪
問
し
て
登
録
を
す
す
め
た
結
果
、

要
援
護
対
象
者
と
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
84
名
に
対
し
登
録
者
67
名
に
達

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
セ
ッ
ト
率
も
86
・

６
%
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
区
・
町
内
会
・
班
・
民
生

児
童
委
員
の
連
携
に
よ
る
成
果
で
あ

り
、
今
後
も
、
よ
り
「
安
心
・
安
全

の
町
づ
く
り
」
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

■
地
域
高
齢
者
と
の
交
流

　

石
川
地
区
民
生
児
童
委
員
は
地
域

の
高
齢
者
施
設
主
催
の
石
川
サ
ロ
ン

に
、
お
年
寄
り
を
見
守
る
立
場
か
ら

微
力
な
が
ら
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
各
地
区
単
位
で

ほ
ぼ
１
ヵ
月
１
回
開
催
さ
れ
る
ミ
ニ

集
会
で
す
。
ま
ず
サ
ロ
ン
開
設
数
日

前
に
主
催
者
と
、
民
生
児
童
委
員
で

対
象
者
宅
を
伺
い
案
内
状
を
配
付
し
、

来
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
に
行
き

ま
す
。

　

参
加
人
員
は
、
ほ
ぼ
10
名
前
後
で

す
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
午
前

中
は
折
り
紙
や
、
簡
単
な
手
芸
が
主

と
な
り
ま
す
。毎
回
そ
の
時
期
に
合
っ

た
も
の
を
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
す
。
昼
食

は
石
川
う
ど
ん
や
お
で
ん
な
ど
を
皆

さ
ん
と
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
認
知
症
予
防
の
話
や

健
康
体
操
で
頭
や
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
近
所
に
居
な
が
ら
顔
を
合

わ
す
機
会
が
少
な
い
の
で
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
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●岩滝保育所閉所式

地域と歩んだ歴史に幕
　３月 28 日、岩滝保育所の閉所式
が行われました。昭和 28 年に木造
園舎として開園し、63 年間の地域
に根付いた保育の歴史に幕を閉じま
した。
　岩滝保育所は、４月から与謝野町
で初となる認定子ども園「かえでこ
ども園」として新たなスタートを切
りました。

●岩屋小学校閉校式

134 年の歴史に幕
　３月 26 日に、岩屋小学校閉校式
が行われました。総勢 3,300 名を
超える卒業生となり、「皆さんの残
した歴史と伝統は皆さんの心の中に
残っていく」と町長は式辞を述べま
した。また、児童代表からは、「前
を向いて新たな仲間とともに頑張っ
ていく」とあいさつがされました。
　惜別の会では、全校児童 39 名の
児童たちによる発表等が行われ、学
校生活を振り返り、さらに、歴代卒
業生の写真展示もあり、来場者は懐
かしみながら当時を振り返りました。

●岩屋保育所閉所式

63 年の歴史に幕
　３月 27 日、岩屋保育所の閉所式
が行われました。式典で町長は「笑
顔と笑い声であふれていた保育所」
と述べました。
　卒園児のみんなからは、保育所で
学んだ手話を取り入れた合唱が発表
され、園内いっぱいに歌声が響き渡
りました。式典後には、桜の木の記
念植樹が園庭で行われ、園児たちは

「大きく育ちますように」と願いを
込めながらていねいに土をかぶせま
した。今後は、子育て支援センター
として活用されます。

●かえでこども園開園式

みんなで仲良く遊びます
　与謝野町で初めてとなる、認定こ
ども園「かえでこども園」の開園式
が４月６日に行われました。かえで
こども園は岩滝幼稚園、岩滝保育所
が統合され、149 名の園児が過ごし
ます。
　開園式では、園児たちが「今日
からぼくたちわたしたちは、かえで
こども園の子どもです。お友だちと
いっぱい遊びます」と元気いっぱい
にあいさつし、新しい友達と新たな
スタートを切りました。

●滝の千年ツバキ祭

国内最長寿級のツバキを観賞！
　４月 17 日、「滝の千年ツバキま
つり」がちんざん前広場・ツバキ公
園で開催されました。滝のツバキ
は、推定樹齢が 1,000 年ともいわれ、
国内最長寿級の椿の大樹で、紫紅色
の花は、改良の進んだ園芸種とは違
い簡素な趣があります。
　ちんざん前広場には多くの出店が
立ち並んだほか、千本づきも行われ、
つきたての餅が来場者に振舞われま
した。

●防災体験学習

防災への意識を高める！
　３月 29 日から 31 日にかけて、
加悦地域公民館で、子どもたち 25
人が防災について学ぶ「防災体験学
習」が行われました。
　ダンボールを使った仮設住宅を作
り、その住宅で、非常食 ( アルファ米・
レトルトカレー）を試食する体験を
通し、防災について学び、意識を高
めた児童たち。そのほかにも、消防
署の協力も得て消防車・救急車への
試乗、水消火器の使用などを行い防
災意識を高める体験となりました。

ダンボールで作った仮設住宅の中で、

非常食を試食する子どもたち

千
本
づ
き
が
行
わ
れ
る

かえでこども園開園式

39 名の児童による発表

全員で一生懸命合唱しました

元気な歌声を聞かせてくれました

子育て支援活動

まちの 話題 お届けします
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問 福祉課 ☎ 43-9021

高齢者向け給付金
年金生活者等支援臨時福祉給付金

　
高
齢
者
向
け
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
高
齢
者
向

け
給
付
金
の
申
請
に
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書
類

等
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う
え
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。（
町
外
に

お
住
ま
い
の
住
民
税
課
税
者
の

扶
養
親
族
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

場
合
な
ど
、
ご
案
内
が
届
い
て

も
該
当
せ
ず
、
不
支
給
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。）

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳

以
上
に
な
る
方
。（
生
活
保
護

の
受
給
者
で
あ
る
方
な
ど
は
除

き
ま
す
）

【
支
給
額
】

　
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
０
円

　
※
支
給
は
１
回
で
す
。

【
申
請
方
法
】

◎
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
票
が
あ
る
市
町
村
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添

付
書
類
等
と
と
も
に
役
場
各
庁

舎
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

５
月
10
日（
火
）～
８
月
10
日（
水
）

　
右
記
期
間
以
外
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

【
よ
く
あ
る
ご
質
問
】

Ｑ
．「
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
対
象
者
」
と
は

ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
？	

Ａ
．
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

（
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
家
族

は
除
き
ま
す
）

Ｑ
．
年
金
を
受
給
し
て
い
な
く

て
も
支
給
対
象
者
に
な
り
ま
す

か
？	

Ａ
．
支
給
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い

所
得
水
準
の
目
安
（
非
課
税
限

度
額
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
与
謝
野
町
で
は
、
収
入
が

公
的
年
金
の
み
の
単
身
者
の
場

合
、
１
月
１
日
時
点
で
①
（
65

歳
未
満
の
方
は
）
98
万
円
以

下
、
②
（
65
歳
以
上
の
方
は
）

１
４
８
万
円
以
下
が
住
民
税
非

課
税
。
ま
た
、
扶
養
親
族
お
１

人
で
①
１
４
７
万
６
６
７
円
以

下
、
②
１
９
２
万
８
０
０
０
円

以
下
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

（
本
人
が
障
害
者
控
除
、
寡
婦

控
除
の
対
象
と
な
る
方
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

Ｑ
．
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
者
に
該
当
し

ま
し
た
が
、
未
申
請
に
よ
り
受

給
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
給

付
金
の
支
給
対
象
者
に
な
り
ま

す
か
？ 	

Ａ
．
支
給
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．「
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
」
は
、

い
つ
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す

か
？	

Ａ
．
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

Ｑ
．
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降

に
引
っ
越
し
た
場
合
の
申
請
先

は
ど
こ
で
す
か
？ 

Ａ
．
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点

で
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
に
な

り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

加
入
す
る
方
が
必
要
と
す
る
医

療
を
安
心
し
て
受
診
で
き
る
仕

組
み
で
あ
り
、
こ
の
制
度
を
維

持
す
る
の
は
１
人
ひ
と
り
の
支

え
あ
い
に
よ
り
ま
す
。
近
年
の

医
療
費
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
医
療
費
対
策
が
実
施
、

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
与
謝

野
町
で
も
同
様
に
年
々
医
療
費

が
増
加
し
て
お
り
、
安
定
的
な

国
保
運
営
に
向
け
、
み
な
さ
ま

に
も
医
療
の
適
正
受
診
と
必
要

な
保
険
税
の
納
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
国
保
の
状
況

　

医
療
費
の
状
況
を
見
る

と
、
下
図
の
よ
う
に
平
成
18
年

度
の
合
併
以
降
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
27
年
度

の
与
謝
野
町
国
保
加
入
者
一

人
当
た
り
医
療
費
（
推
計
値
）

は
、
平
成
18
年
度
と
比
較
し
約

13
万
７
０
０
０
円
、
最
後
に
国

保
税
率
改
定
を
行
っ
た
平
成
24

年
度
か
ら
は
約
７
万
５
千
円
上

昇
し
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
は

医
療
技
術
の
高
度
化
、
疾
病
構

造
の
多
様
化
、
国
保
加
入
者
の

高
齢
化
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

与
謝
野
町

国
保
財
政
の
状
況

　
国
保
の
医
療
費
を
ま
か
な

う
の
は
、
基
本
的
に
国
保
加

入
者
に
納
付
い
た
だ
く
保
険

税
と
国
等
の
補
助
金
と
な
り

ま
す
。
近
年
の
与
謝
野
町
国

保
で
は
、
保
険
税
と
補
助
金

で
医
療
費
を
ま
か
な
い
き
れ

ず
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て

き
た
基
金
（
貯
金
）
を
取
り

崩
す
と
と
も
に
、
一
般
会
計

か
ら
の
財
政
支
援（
繰
入
金
）

に
よ
り
国
保
運
営
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
基
金
に
つ
い
て

も
取
り
崩
し
に
よ
り
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
将
来
を

見
据
え
安
定
的
に
国
保
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え

る
と
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
改
定

（
引
上
げ
）
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

非
常
に
厳
し
い
地
域
経
済
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安

定
的
な
国
保
運
営
の
た
め

に
、
平
成
24
年
度
以
降
据
え

置
い
て
い
た
国
保
税
を
改
定

（
引
上
げ
）
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
改
定

額
は
全
体
で
約
３
１
０
０
万

円
、
１
世
帯
平
均
で
年
間
約

１
万
５
０
０
円
の
引
上
げ
※

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
※
平

成
27
年
度
住
民
税
課
税
ベ
ー

ス
で
の
試
算
で
す
）

　

今
回
の
税
率
改
定
に
あ

た
っ
て
、
与
謝
野
町
と
し
て

も
長
引
く
地
域
経
済
の
不
況

の
な
か
で
の
国
保
加
入
者
の

負
担
に
で
き
る
だ
け
配
慮
す

る
こ
と
と
し
、
納
付
単
価
の

上
昇
に
よ
り
国
保
会
計
を
悪

化
さ
せ
て
い
る
後
期
高
齢
者

支
援
分
、
介
護
納
付
金
分
の

み
に
つ
い
て
改
定
す
る
こ
と

と
し
、
医
療
費
上
昇
に
伴
う

部
分
に
つ
い
て
は
一
般
会
計

か
ら
の
財
政
支
援（
繰
入
金
）

に
よ
り
税
率
を
据
え
置
き
と

し
、
国
保
税
率
の
上
げ
幅
を

調
整
（
圧
縮
）
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
に
は
大

変
な
ご
負
担
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
国
保
財
政

の
安
定
の
た
め
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
28
年
度
国
保
税
に
つ

い
て
は
、
６
月
中
旬
に
納
税

通
知
書
を
郵
送
し
、
通
知
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※グラフの医療費は、医療機関で診療を受けた医療費の総額であり、国保負担額と自己負担額の合計です。また、後期高齢者医療制度加入者分は含みません。

※平成 27 年度医療費については、H27.3 ～ H27.9 診療分をもとに推計した値です。

ふるさと納税ありがとうございました

　いただいたご寄付は目的に沿って活用します。
●匿名（滋賀県）　　　　　　　　20,000 円
●長島士郎様（北海道）　　　　   20,000 円
●小原一芳様（大阪府）　　　　　20,000 円
期間合計（期間：H28.1.15 ～ 3.31）　3 名 60,000 円
年度合計　　　　　　　　72 名　　4,087,000 円
※ご寄付いただいた順に記載しています。

【匿名】母が一人で暮らしていた時は近所の方に助けてい
ただきありがとうございました。
　現在（与謝野町に）家族はいないですが、帰省した時な
ど声をかけてもらい嬉しく思っています。
  町を出て 50 年になろうとしていますが、忘れることの
ない、そしていつでも帰ることのできる故郷があることは
とてもいいことだと近年感じるようになってきました。

ふるさと納税いただいた方々から
与謝野町へのメッセージが届いています

平成 28 年度の国保税率等

医療分 支援金分 介護分

税率 引上率 税率 引上率 税率 引上率

所得割 6.30% 据置 2.60% 0.5％↑ 1.70% 据置

資産割 26.20% 据置 13.40% 4.3％↑ 12.20% 3.1％↑

均等割 21,000 円 据置 9,400 円 2,300 円↑ 8,300 円 2,300 円↑

平等割 18,400 円 据置 7,600 円 1,400 円↑ 5,000 円 300 円↑

課税限度額 540,000 円 20,000 円↑ 190,000 円 20,000 円↑ 120,000 円 据置

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

１
人
当
た
り
医
療
費

単位：円

18 年度	 19 年度	 20 年度	 21 年度	 22 年度	 23 年度	 24 年度	 25 年度	 26 年度	 27 年度推計	

373,804

319,044

317,030

298,545

302,387

277,131273,962

236,144
246,237

268,566

（推計値）

問 保健課 ☎ 43-9022

平成 28 年度は国保税の引き上げをさせていただきます
国民健康保険からのお知らせ

新
し
い
正
副
議
長
が

決
定
し
ま
し
た
！

　
４
月
18
日
、
19
日
に
行
わ
れ

た
与
謝
野
町
議
会
４
月
臨
時
会

で
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
㔟せ

簱は
た

　
毅
さ
と
し

さ
ん
が
、
副

議
長
に
塩し
お

見み

晋す
す
むさ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
２
年
間
で
す
。

■ Pofile

●せはた　さとし　（75）

旧加悦町議を２期務め、平

成 18 年に与謝野町議に初

当選。現在 3期目。

●しおみ　すすむ　（69）

旧野田川町議を１期務め、

平成 22 年に与謝野町議に

初当選。現在２期目。

塩見　晋さん 㔟簱　毅さん

【問い合わせ先】
●福祉課　☎ 43-9021
●厚生労働省給付金専用ダイヤル
　☎ 0570-037-192

「高齢者向け給付金」を装う「振り込め詐欺」
や「個人情報の搾取」にご注意ください。

※賦課限度額のアップは国の法改正に伴うものです。



まちのうごき
平成 28 年 3 月末現在

人　口	22,779 人（－ 126）

　男　	10,845 人（－47）

　女　	11,934 人（－79）

世帯数	 9,106 戸（－35）

※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

町 政  News & Information

岩滝最終処分場の焼却炉の排ガスで基準を超えるダイオキシン類が発生しました

　このたび、岩滝最終処分場に設置の焼却炉で、基準を超えるダイオキシン類を検出しました。町民の皆様に多大なご
迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます。
　３月８日（火）に法で定める年１回の検査を実施し、４月１日（金）に検査結果の報告を受けたところ、焼却炉の排
ガスについて法で定める５ナノグラム（ng －ＴＥＱ／㎥Ｎ）を超える 9.3 ナノグラムのダイオキシン類を検出したも
のです。※ ng －ＴＥＱ／㎥ N は 1 立方メートル当たり毒性当量で、ng（ナノグラム）は 10 億分の１グラム
　焼却炉は、４月１日の検査結果判明後、直ちに使用を停止し、併せて、施設周辺環境の調査に着手しましたので、調
査結果が判明次第公表する予定です。（５月下旬に判明予定）
　今後は、徹底した原因究明と再発防止に努めます。

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

1617　広報よさの MAY 2016

男 女 共 同 参 画

シリーズ 95

　
３
月
26
日
（
土
）、
岩
屋
区
で
、

現
在
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
旧
徳

山
医
院
の
建
物
を
活
用
し
、
住
民

手
づ
く
り
の
憩
い
の
場
「
岩
屋
か

ふ
ぇ
」
が
一
日
限
定
で
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
10
月

か
ら
今
年
の
２
月
ま
で
岩
屋
区
で

実
施
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
『
岩
屋
わ
い
わ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
』
の
中
で
、
住
民
が
気

軽
に
集
え
る
場
を
つ
く
ろ
う
！
と

い
う
参
加
者
の
声
か
ら
生
ま
れ
ま

し
た
。
空
き
家
の
片
付
け
か
ら
カ

フ
ェ
の
運
営
ま
で
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
行

い
、
当
日
は
手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
や
ぜ
ん
ざ
い
が
メ
ニ
ュ
ー

に
登
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
岩
屋
小
学
校
閉
校

式
典
も
行
わ
れ
、
式
典
帰
り
の
人

な
ど
カ
フ
ェ
は
多
く
の
お
客
さ
ん

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
後
の
カ

フ
ェ
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
引
き
続
き

検
討
さ
れ
ま
す
。

多くのお客さんでに賑わう会場

与謝野町の魅力を映像で再発見

問 企画財政課 ☎ 43-9015

住民の憩いの場を目指して

　加悦谷高校生と大学生が協力して、与謝野町の魅力を再発見する

ビデオを制作しました。

　参加したのは加悦谷高校生３名と、同志社、立命館、龍谷、近畿

の４大学の学生４名。２月から、２回にわたり打ち合わせや取材を

行い、３月 27 日には大学生とリベラルアーツ推進事業の受講者等

による、試写会と意見交流会を行いました。

　ビデオは大学生４人が計５本制作し、「グルメ」「ひと」などそれ

ぞれの視点で「与謝野町の良さ」を取り上げました。試写後、参加

者からは、若い視点による発見を評価する一方、物足りなさを指摘

する声があがるなど、大学生を交え活発な意見交流が行われました。

　高校生にとっては、打ち合わせや取材の過程において、大学生と

触れ合うことで自分の将来について考えるきっかけとなり、また普

～ YOSANO MIRAI VISION PROJECT ～

段は行かない場所に行

き、会えない人に会うな

ど、見過ごしていた与謝

野町の良さを再発見する

きっかけにもなったこと

でしょう。

　制作されたビデオにつ

いては、今後、ＫＹＴで

放送される予定です。

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、3月16日から4月16日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 商工観光課 ☎ 43-9012

地域おこし協力隊通信⑨
観光振興担当　福西 遥

　

今
回
は
、
今
年
か
ら
始

ま
っ
た
観
光
協
会
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
『
卒
園
手
機
体

験
』
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

与
謝
野
町
を
語
る
上
で
、

地
場
産
業
で
あ
る
織
物
業
を

外
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

丹
後
ち
り
め
ん
が
始
ま
っ
て

お
よ
そ
３
０
０
年
の
月
日
が

た
っ
た
今
、
織
物
業
は
衰
退

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
担
い
手

の
高
齢
化
、
機
屋
の
廃
業
な

ど
織
物
業
そ
の
も
の
が
消
滅

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
織
物
業

を
町
の
産
業
と
し
て
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
家
業
と

し
て
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
織
物
文
化
に

直
に
触
れ
、
町
に
織
物
業
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大

変
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
実

際
に
手
機
や
糸
に
触
れ
、
手

織
り
体
験
を
す
る
こ
と
で
、

モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
織

物
業
が
町
の
産
業
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
園
児
が
こ
の
手
機
体
験

で
作
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
を
家

に
持
ち
帰
る
こ
と
で
、
家
庭

で
も
織
物
の
会
話
が
生
ま
れ
、

大
人
た
ち
も
織
物
業
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

　
『
卒
園
手
機
体
験
』
事
業

初
年
度
の
今
年
は
、
町
内

幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）
の

１
３
５
名
の
園
児
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
実
際

に
指
導
で
訪
問
し
た
保
育
所

で
は
、
体
験
を
し
た
園
児
か

ら
「
ボ
ク
は
こ
の
織
物
の
仕

事
に
就
く
」
と
い
っ
た
う
れ

し
い
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は
「
園
児
た
ち
の

思
い
出
に
な
る
取
り
組
み
で

う
れ
し
い
」
と
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち

に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
、
作
品
が
織
り
上
が
っ

て
い
く
楽
し
さ
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
興

味
・

関
心
が
深
ま
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。
作
品
が
手
元
に

残
る
の
で
、
園
児
た
ち
の
記

憶
に
も
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
『
卒
園
手
機
体
験
』
事
業

を
通
じ
、
織
物
業
に
活
気
が

戻
り
、
将
来
的
に
は
町
内
に

住
む
住
民
全
員
が
手
機
の
体

験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
夢
を
追
い
な
が
ら
、
こ
の

取
り
組
み
が
続
い
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一日限定「岩屋かふぇ」オープン

動画の撮影を行う学生たち

コースターを作りました！
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【
企
画
財
政
課
】

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
住
民
の
方
と
意
見
交
換
等
交
流
の
場

と
し
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ど
こ
で

も
町
長
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
と

し
、
き
た
ん
の
な
い
ご
意
見
を
皆
さ
ま

か
ら
お
聞
き
す
る
場
と
し
ま
す
。

日
時　
５
月
30
日
（
月
）
正
午
～
午
後

１
時
30
分　

場
所　
与
謝
野
町
観
光
協
会（
旧
加
悦
町
役
場
）

テ
ー
マ　
町
政
全
般
に
つ
い
て

参
加
方
法　
毎
月
広
報
よ
さ
の
に
、
開

催
場
所
、テ
ー
マ
を
掲
載
し
ま
す
。テ
ー

マ
に
興
味
、
意
見
を
持
っ
て
い
る
方
、

団
体
の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
企
画
財
政
課
ま
で
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
原
則
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

す
る
方
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
個
人　

お
お
む
ね
10
名
前
後　
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
。

参
加
費　
無
料　
※
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
た
め
弁
当
の
持
参
を
お
願
い
し

ま
す
。

そ
の
他　
要
望
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申 

５
月
25
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

に
企
画
財
政
課 

☎
４
３・
９
０
１
５
へ
。 

kikakuzaisei@tow
n.yosano.lg.jp

「
女
性
相
談
」
を
実
施
し
ま
す

　
家
庭
内
の
問
題
、
夫
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
、
職
場
内
の
問
題
、
人
間
関
係
な

ど
、
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
し
ん

ど
さ
や
悩
み
を
、
女
性
の
相
談
員
が
お

聞
き
し
、
一
緒
に
考
え
て
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
、

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
・
場
所　
６
月
３
日
（
金
）
午
後

１
時
～
４
時　
知
遊
館  

※
当
日
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
が
、
前
日
ま
で
の
予

約
が
０
件
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

相
談
方
法　
１
人
50
分
程
度
、
要
予
約

（
定
員
３
名
）

相
談
員　
女
性
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

問 

企
画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５

【
保
健
課
】

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す　

　
毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
正

し
い
食
生
活
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
料

理
を
作
る
こ
と
は
脳
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
健
康
維
持
の
た
め
に
、

一
緒
に
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
40
歳
以
上
の
町
民

定
員　
24
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費
用　
２
０
０
～
３
０
０
円
（
毎
回
）

内
容　
保
健
師
・
栄
養
士
の
講
話
、
調
理
実
習

場
所　
加
悦
・
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー　

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

実
施
回
数　
全
８
回　
（
１
回
目
：
６

月
14
日
（
火
）
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
）

申 

５
月
31
日（
火
）ま
で
に
保
健
課（
☎

４
３・９
０
２
２
）
へ
。

そ
の
他　
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
後

日
詳
細
に
つ
い
て
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
夜
間
検
査　

　
丹
後
保
健
所
で
は
、
毎
週
水
曜
日
の

午
前
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
６
月
１

日
（
水
）（
受
付
時
間:

午
前
９
時
～

午
後
７
時
）
は
時
間
を
延
長
し
、
午
前

９
時
～
午
後
７
時
30
分
ま
で
、
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

場
所　
丹
後
保
健
所

検
査
内
容　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査

※
希
望
者
に
は
肝
炎（
Ｂ
型
、Ｃ
型
）検
査
、

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
の
実
施
も
可
能
で
す
。

結
果
返
し

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
１
時
間
後
に
結
果
を

お
返
し
し
ま
す
。

・
肝
炎
検
査
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
は
、
２
週
間

後
に
来
所
い
た
だ
き
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。

注
意　
検
査
は
匿
名
で
す
が
、
事
前
に

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

問
・　

 

丹
後
保
健
所

　
☎
０
７
７
２・６
２・４
３
１
２

【
商
工
観
光
課
】

第
　
回
大
江
山
一
斉
登
山

参
加
者
募
集

　
大
江
山
観
光
開
発
協
議
会
で
は
、『
第

31
回
大
江
山
一
斉
登
山
』
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
ご
用
意

し
ま
す
。
山
頂
で
は
地
元
の
特
産
品
な

ど
が
当
た
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
ま
す
。

日
時　
５
月
29
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
頃　
※
雨
天
中
止

コ
ー
ス
等
（
与
謝
野
町
の
登
山
口
（
集

合
時
間
）・
頂
上
ま
で
の
距
離
）

【
Ａ
コ
ー
ス
】　

　
池
ヶ
成
キ
ャ
ン
プ
場
（
午
前
８
時
30

分
）
か
ら
千
丈
ヶ
嶽
…
約
３
．
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
約
３
時
間

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

　
加
悦
双
峰
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
前

（
午
前
10
時
）
か
ら
千
丈
ヶ
嶽
…
約
１・

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
約
１・５
時
間

※
こ
の
他
に
も
、
宮
津
市
（
航
空
管
制

塔
）、福
知
山
市（
北
陵
総
合
セ
ン
タ
ー・

大
江
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
）
の
３
つ
の

登
山
口
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 

５
月
27
日
（
金
）
午
後
５

時
ま
で
に
、
大
江
山
観
光
開
発
協

議
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
）（
☎

４
３・９
０
１
２
）
へ
。

与
謝
野
町
文
化
・
工
芸
の
里
　

～
新
緑
の
手
仕
事
展
～　

　
さ
ま
ざ
ま
な
手
仕
事
の
作
品
が
一
堂

に
集
う
与
謝
野
町
文
化
・
工
芸
の
里
、

新
緑
の
手
仕
事
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
５
月 

21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

※
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

会
場　
与
謝
野
町
文
化
・
工
芸
の
里　

各
工
房
と
江
山
文
庫
（
研
修
室
）

内
容　
手
工
芸
作
品
等
の
展
示
（
家
具
、

木
の
小
物
、
草
木
染
と
織
、
七
宝
焼
体

験
、
喫
茶
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
木
工
、
ブ

ロ
ン
ズ
と
ガ
ラ
ス
、
か
ば
ん
、
革
小
物
、

手
作
り
バ
ッ
グ
、
絵
画
、
陶
器
、、
い

ち
ご
大
福
、
地
元
の
野
菜
な
ど
）

問 

与
謝
野
町
文
化
・
工
芸
の
里　

　

 

新
緑
の
手
仕
事
展
実
行
委
員
会

☎
０
７
７
２・４
３・１
３
５
４　
大
野

☎
０
７
７
２・４
４・１
５
１
７　
吉
崎

【
教
育
委
員
会
】

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
推
進
事
業

【
第
２
回
講
座
】」
の
お
知
ら
せ

　
次
の
講
座
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申

込
み
は
不
要
で
す
。　

テ
ー
マ  

よ
り
良
い
話
し
合
い
に
す
る

た
め
に
～
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
～

講
師　
き
ょ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

日
時　
５
月
14
日
（
土
）　
午
後
１
時

場
所　
知
遊
館　
研
修
室

受
講
料　
無
料

問 

社
会
教
育
課　
☎
４
３・９
０
２
６

岩
滝
墨
絵
同
好
会
作
品
展

墨
一
色
の
濃
淡
で
描
き
だ
す
味
わ
い
深

い
墨
絵
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

申

問

日
時　
５
月
15
日
（
日
）
～
６
月
５
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

月
曜
日
休
館
・
入
場
無
料

会
場　
知
遊
館
展
示
室

問 

知
遊
館　
☎
４
６・２
４
５
１

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　
与
謝
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で

は
、
自
然
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
こ
と
で
健
康
の
増
進
と
町
民

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

日
程　
６
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
３
時
（
予
定
）
※
雨
天
中
止

集
合
時
刻　
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
駐
車

場
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
現
地
ま
で
行
き

ま
す
）

コ
ー
ス　

舞
鶴
自
然
文
化
園
周
辺
の

コ
ー
ス
（
舞
鶴
市
）

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
者
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
）。
先
着
40
名

持
参
品　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
歩
き

や
す
く
慣
れ
た
靴
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

申 

５
月
13
日
（
金
）
～
５
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
☎

４
３・９
０
２
６
）
へ
。

【
福
祉
課
】

平
成
　
年
熊
本
地
震
災
害
義
援

金
の
受
付
に
つ
い
て

　
４
月
14
日
か
ら
の
九
州
地
方
・
熊
本

地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支

援
す
る
た
め
、
各
庁
舎
な
ら
び
に
野
田

川
わ
ー
く
ぱ
る
、
知
遊
館
、
社
会
福
祉

協
議
会
各
支
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

ま
し
た
。
早
期
復
旧
と
被
災
地
の
皆
さ

ん
を
少
し
で
も
勇
気
づ
け
る
た
め
、
義

援
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

■
メ
ガ
バ
ン
ク
口
座　

①
三
井
住
友
銀
行　
す
ず
ら
ん
支
店　

　
普
通　
２
７
８
７
５
３
０

②
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　
や
ま
び
こ

　
支
店　
普
通　
２
１
０
５
５
２
５

③
み
ず
ほ
銀
行　
ク
ヌ
ギ
支
店　
普
通

　
０
６
２
０
３
０
８

口
座
名
義
は
い
ず
れ
も「
日
本
赤
十
字
社
」

ご
利
用
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、
振

込
手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局　
　
　

口
座
番
号　
「
０
０
１
３
０
－
４
－

２
６
５
０
７
２
」

加
入
者
名　
「
日
赤
平
成
28
年
熊
本
地

震
災
害
義
援
金
」

※
窓
口
で
の
振
込
の
場
合
は
、
振
込
手

数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
税
制
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
個
人
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
第
78

条
第
２
項
第
１
号
、
地
方
税
法
第
37
条

の
２
第
１
項
第
１
号
及
び
第
３
１
４
条

の
７
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
寄
附

金
に
法
人
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
第

37
条
第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
寄
附

金
に
該
当
し
ま
す
。

そ
の
他

（
１
）
国
内
で
の
災
害
に
対
す
る
義
援

金
に
つ
い
て
、
日
本
赤
十
字
社
で
は
手

数
料
な
ど
の
経
費
は
一
切
い
た
だ
い
て

お
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
に
設
置
さ
れ
た

義
援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
で

も
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
住
民
環
境
課
】

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
補
助

金
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
ま
す

　
コ
ン
ポ
ス
ト
式
・
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
経

費
の
一
部
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
ご
み
減
量
化
取
組

強
化
期
間
と
し
て
、
家
庭
か
ら
の
ご
み

減
量
化
の
方
法
と
し
て
、
生
ご
み
処
理

機
の
活
用
を
提
案
し
て
い
ま
す
。　

　
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

１
基
に
つ
き
購
入
金
額
の
２
分
の
１

以
内
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）
と

し
、
上
限
額
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
式
が

５
０
０
０
円
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

が
１
万
５
０
０
０
円
（
強
化
期
間
で
あ

る
平
成
28
年
度
の
１
年
間
は
、
従
来
の

１
万
円
に
５
０
０
０
円
上
乗
せ
し
て
い

ま
す
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

コ
ン
ポ
ス
ト
式
の
上
限
額
は
５
０
０
０

円
の
ま
ま
で
す
。

※
当
分
の
間
、
上
記
金
額
の
95
％
分
が

実
際
の
交
付
金
額
に
な
り
ま
す
。

飼
い
犬
・
猫
の
ふ
ん
の
処
理
と

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
に
つ
い
て

　
最
近
、
道
路
や
玄
関
先
に
、
犬
・
猫
の

ふ
ん
が
処
理
さ
れ
ず
取
り
残
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
た
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
に
せ
よ
猫
に
せ
よ
、
ペ
ッ
ト
は
人

に
と
っ
て
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

両
者
が
共
存
す
る
た
め
に
は
、
飼
い
主
の

責
任
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
、
野
良

猫
が
急
増
し
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
悪
臭
被
害

や
交
通
事
故
の
増
大
な
ど
、
ご
近
所
に
多

大
の
迷
惑
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

し
、
悲
惨
な
結
果
を
招
く
場
合
が
多
い
の

で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
税
務
課
】

　
５
月
　
日
（
火
）
は
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す　
　

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
税
に
は

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
税
相
談
窓
口

※
納
期
を
過
ぎ
た
町
税
の
納
付
相
談
窓
口

京
都
地
方
税
機
構 

丹
後
地
方
事
務
所

京
丹
後
市
役
所
大
宮
庁
舎 

３
階

☎
０
７
７
２・６
８・１
０
４
１

申

車　種
税額（税率）

平成 28 年度以降

原付一種（50 ｃｃ以下） 2,000（円）

原付二種乙（90 ｃｃ以下） 2,000（円）

原付二種甲（125 ｃｃ以下） 2,400（円）

ミニカー 3,700（円）

小型特殊（農耕用） 2,000（円）

小型特殊（その他） 5,900（円）

専ら雪上走行 3,600（円）

軽二輪 3,600（円）

二輪の小型自動車 6,000（円）

   軽自動車税の税額変更について

平成 27 年度税制改正により、二輪および小型

特殊自動車の税額が平成 28 年度から引き上げ

られます。

問い合わせ先　税務課　☎ 43-9020

平成 28 年 4 月 1 日より次の税額が適用されます

申

申

問

問

28

31

問

31

申

問

問

※四輪及び三輪についても、税額が変わります。

詳しくは、町ホームページに掲載していますのでご

確認ください。
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平成２8 年度、与謝野町は新たに 10 人を職員として採用しました。 そのフレッシュな顔ぶれを本人のコメントとともに紹介します！

企 画 財 政 課池
いけ だ
田　雅

まさひろ
広

企画財政課で広
報を担当させて
いただくことに
なりました。神
奈 川 県 出 身 で
す。与謝野町の
ことに関しては素人ですが、皆さ
んとは違う視点から与謝野町の魅
力をお伝えできればと考えていま
す。至らない点もあるかと思いま
すが、よろしくお願いします。

社 会 教 育 課濱
はまむら
村　歩

あゆむ

社会教育課の濱
村です。今は戸
惑いながらも周
りの皆さんに支
えて頂き、日々
の業務に励んで
おります。まだ未熟者ではありま
すが、教育行政のプロとしての意
識と自覚を持ち、１日も早く与謝
野町に貢献できる人材になるよう
努力していきます。

学 校 教 育 課安
あんどう
藤　峻

たかし

教育委員会の学
校教育課に配属
になりました、
安藤です。わか
らないことも多
くあり、まだま
だ力不足ですが、早く仕事に慣れ
皆さんの力になりたいと思いま
す。与謝野町の発展に貢献できる
よう努めて参りますので、よろし
くお願いします。

商 光 観 光 課高
たかはし
橋　愛

まな

商工観光課の商
工振興係に配属
になりました、
高橋愛と申しま
す。まだまだ未
熟なところも多
くありますが、常に笑顔で一生懸
命努力し、町民の皆さんと共に“世
界に誇れる与謝野町” にしていき
たいと思っておりますので、よろ
しくお願いします。

商 光 観 光 課糸
いとい
井 慎

しんたろう
太朗

商工観光課に配
属 に な り ま し
た。 担 当 の 業
務、事務作業を
1 日も早く覚え
て皆さんの力に
なりたいと思います。自らの足で
町民の皆さんの声を聞き、情報共
有、意見交換をしていきながら与
謝野町を盛り上げていきたいと思
います。よろしくお願いします。

市 場 保 育 所長
ながしま
島　麻

ま い
衣

市場保育所で２
歳児の担任をし
て い ま す。 子
どもの “自分で
やってみたい”
という気持ちが
育つように、友達と過ごす毎日が
楽しめるような援助したいと思い
ます。心身ともに健康で、安全な
保育が展開できるよう頑張ります
ので、よろしくお願いします。

山 田 保 育 所吉
よしおか
岡　美

み か
香

山田保育所に勤
務することにな
りました、吉岡
美香です。子ど
もたちに負けな
いくらい、元気
いっぱい、笑顔いっぱいで頑張り
たいと思います。そして、子ども
たちと一緒に私自身も成長してい
きたいと思います。よろしくお願
いします。

桑 飼 保 育 園松
まつもり
森　文

あやこ
子

桑飼保育園に配
属 に な り ま し
た。大阪府豊中
市で生まれ育ち
ました。豊中市
等の保育園や幼
稚園で 10 年間勤めて、結婚で与
謝野町に引っ越してきました。子
どもたちの健やかな成長を願いな
がら大自然の中でのびのびと保育
を楽しんでいきたいです。

加 悦 保 育 園堀
ほりぐち
口　美

み か
佳

加悦保育園に配
属 と な り ま し
た。子どもたち
と一緒に過ごせ
る毎日に幸せを
感じています。
子どもたちが元気いっぱい笑顔
いっぱいでいられるように、そし
て保護者の方が安心して預けられ
るように精一杯がんばりたいと思
います。よろしくお願いします。

住 民 環 境 課上
うえだ
田　春

はるか
香

住民環境課に配
属 に な り ま し
た、上田春香と
申します。与謝
野 町 の 自 然 と
人々が好きで、
九州から戻ってまいりました。野
田川庁舎で証明書の発行等を担当
しております。皆さんのお役に立
てるように精一杯努力いたします
ので、よろしくお願いします。


